















学習院に在籍した国外からの留学生は 53名にのぼる。内訳は中国大陸 11名，台湾 9名，朝
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明治 16年 1883年 6 月 　 アイゼッキ 　
「明治 20年 11月 24日尋中 5乙　
外国人　アイゼッキ」
明治 16年 1883年 6 月 　 セームス 　
「明治 20年 11月 24日予備科 1級　
外国人　ゼイムス」




「明治 25年 9月 14日中等学科 2
年級乙　外国人　アンリ・フー
ク」
明治 16年 1883年 12月 21日 　 オットゼン 　
「明治 20年 3月 29日予 4甲　外
国人　ヲットゼン」
明治 18年 1885年 10月 14日［士民］ フレエツ 初小二
「明治 24年 11月 7日　中等学科
2年級甲　フレエツ・ショー子」
※ 当月入学生 18名のうち華族 12
名，士民 6名。




「明治 27年 8月 18日中等学科 1
年級甲　フレデリック・フーク」
明治 32年 1899年 2 月 1 日 張厚混




明治 39年 1906年 9 月 5 日 清国人 岑　徳徴 初等学科五年級 名簿では見え消線で削除
明治 39年 1906年 9 月 5 日 清国人 岑　徳広 初等学科二年級 名簿では見え消線で削除
明治 41年 1908年 4 月 1 日 清国人 岑　徳徴 中等学科一年級
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明治 41年 1908年 4 月 1 日 清国人 岑　徳広 初等学科四年級




明治 42年 1909年 4 月 11日 韓国人 高　興譣 中等学科一年級
「大正 3年 3月 31日高等学科 1年
級　朝鮮貴族　高興譣　私立農業
大学高等部選修科に入学」
明治 42年 1909年 4 月 11日 韓国人 高　羲正 中等学科一年級
「大正 2年 1月 14日中等学科 4年
級別科　朝鮮人　高羲正」
明治 44年 1911年 1 月 9 日 李垠殿下 中等学科一年級




明治 44年 1911年 1 月 9 日 朝鮮貴族 趙　大鎬 中等学科一年級
「明治 44年 9月 1日中等学科 2年
級　朝貴　趙大鎬　中央幼年学校
入学」
明治 44年 1911年 1 月 9 日 朝鮮人 徐　丙甲 中等学科一年級
「大正 3年 9月 10日中等学科 4年
級　朝人　徐丙甲　死亡」
明治 44年 1911年 1 月 9 日 朝鮮人 厳　柱明 中等学科一年級
「明治 44年 9月１日中等学科 1年
級　朝　厳柱明　中央幼年学校入
学」
大正 2 年 1913年 4 月 8 日 朝貴 李　丙吉 初等学科一年級
「昭和 2年 3月 31日（高等科）卒
業　朝貴　李丙吉　京都大・文・
哲学」
大正 3 年 1914年 4 月 8 日 朝鮮貴族 李　丙喜 初等学科一年級
「大正５年 9月 9日初等学科 3年
級　朝鮮貴族　李丙喜　帰鮮のた
め」
大正 8 年 1919年 4 月 8 日 朝貴 李　勇吉 初等学科三年級
「大正 12年 4月 10日中等学科 1
学年　朝鮮公族　李勇吉　東京陸
軍幼年学校」
大正 9 年 1920年 4 月 8 日 支那人 張　仁楽 高等科一年級




大正 9 年 1920年 4 月 8 日 支那人 黎　紹基 高等科一年級
「大正 12年 3月 31日高等科卒業　
支那人　黎紹基　帰国」
※ 黎元洪の子
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大正 10年 1921年 4 月 8 日 朝鮮貴族 閔　孚勲 高等科一学年
「大正 13年 3月 31日高等科卒業　
朝鮮貴族　閔孚勲　京都大・法・
法」
大正 10年 1921年 4 月 8 日 平民　台湾 郭　兆濤 中等科一学年
「大正 13年 4月 10日　中等科 3
学年　台湾平民　郭兆濤　家事の
都合」
大正 10年 1921年 4 月 8 日 平民　台湾 李　広成 中等科一学年
「大正 13年 4月 10日　中等科 3
学年　台湾平民　李広成　家事の
都合」
大正 10年 1921年 4 月 8 日 平民　台湾 郭　雙龍 中等科一学年




大正 11年 1922年 4 月 12日 朝鮮公族 李鍝公殿下 初等科四学年




大正 12年 1923年 4 月 9 日 平民 郭　兆汾 中等科二学年
「大正 14年 4月 10日中等科 1学
年　台湾平民　郭兆汾　家事の都
合」
大正 13年 1924年 4 月 8 日 支那人 林　師敬 中等科一学年
「昭和 7年 4月 6日高等科理科 2
学年　支那人　林師敬　家事の都
合」
昭和 2 年 1927年 4 月 8 日 支那人 斉　鴻邁 中等科一学年




昭和 5 年 1930年 4 月 8 日 中華民国人 溥　傑
高等科文科第一
学年




昭和 5 年 1930年 4 月 8 日 中華民国人 潤　麒
高等科文科第一
学年




昭和 7 年 1932年 4 月 8 日 朝貴 金　虎圭
高等科文科第一
学年
「昭和 10年 3月 31日高等科文科
卒業　朝鮮貴族　金虎圭　東大・
文・社会
昭和 8 年 1933年 4 月 10日 朝貴 李　丙周 中等科第五学年
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昭和 9 年 1934年 4 月 9 日 朝貴 李　丙喆 中等科第三学年
「昭和 15年 3月 31日高等科文科
卒業　朝鮮貴族　李丙喆　九大・
法文・経」
昭和 12年 1937年 4 月 1 日 満人 奎　垣
高等科文科第一
学年








⇒ 昭和 16年 7月 11日に初等科第
四学年へ再転入
※ 朝鮮。李垠の子
昭和 13年 1938年 4 月 1 日 朝鮮貴族 李　鍾澔
高等科文科第一
学年
「昭和 16年 3月 31日高等科文科
卒業　朝鮮貴族　李鍾澔　名古屋
大・医」　








昭和 14年 1939年 4 月 1 日 公族 李冲公子 初等科第一学年 ※ 朝鮮公族　
昭和 14年 1939年 4 月 1 日 陳　守毅 初等科第四学年
※ 台湾人。錦記茶行・陳天来の孫，
陳清波の子
昭和 14年 1939年 4 月 1 日 朝貴 李　海晴
高等科理科第一
学年
「昭和 18年 9月 30日高等科文科
卒業　朝鮮貴族　李海晴　東大・
文・言語」
昭和 15年 1940年 4 月 1 日 陳（頴川）守実 初等科第一学年 ※ 台湾人。陳守毅の弟
昭和 16年 1941年 4 月 1 日 公族 李　沂 初等科第一学年 ※ 朝鮮公族
昭和 16年 1941年 4 月 1 日 頴川守信 初等科第一学年
※ 台湾人。台湾名は陳守信。陳守
毅・守実の弟
昭和 16年 1941年 4 月 1 日 台湾人 顔　恵民 中等科第一学年
台陽鉱業株式会社・顔欽賢の子。
一青妙・窈の父
昭和 16年 1941年 4 月 1 日 朝鮮貴族 李　鍾承 文科第一学年
「昭和 18年 9月 30日高等科文科
卒業　朝鮮貴族　李鍾承　東大・
法・政治」　




昭和 18年 1943年 4 月 1 日 李　清 初等科第一学年 ※ 朝鮮。李鍝の子
昭和 18年 1943年 4 月 1 日 顔　恵忠 中等科第一学年 ※ 台湾人。顔恵民の弟
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昭和 19年 1944年 4 月 1 日 郭布羅宗光 初等科第一学年
























弟にあたる。張厚琨は約 1年半学習院で学び，明治 33（1900）年 8月 30日に退学した。そ
の後，陸軍士官学校を卒業したが，清に帰国した後，武昌にて落馬して死亡したという［2］。









































































2月 1 日 張厚琨入学式執行（両幹事，張斯栒・鄜国華等立会），終て尚お種々打合を為す（楢原陳政同道
通訳す）。又，岩倉具張（公爵の嗣子）に張生の指導学生を命ず（榊弘二郎同断）











明治 41（1908）年 9月 11日，中央幼年学校入学とあり，半年あまりで学習院を退学してい








張仁楽と黎紹基はともに大正 9（1920）年 4月 8日に高等科一年級に入学している。「身
分・国名」の欄には「支那人」とある。張仁楽（1898-1971）は張之洞の子である。張厚琨
は張之洞の孫であるから，張厚琨から見ると張仁楽は自分より年下の叔父ということになる。














にあたる。その後，1922年 6月 11日から 1923年 6月 13日まで二回目の大総統となる。張
仁楽が帰国したのは 1922年 6月 20日であり，黎元洪の大総統就任と関係している可能性が
ある。
張仁楽と黎紹基の学習院入学までの過程は，「黎元洪長子及故張之洞五子本邦留学方ニ関












































次の中国大陸からの留学生は大正 13（1924）年 4月 8日に中等科 1学年として入学した



















もに，昭和 8（1933）年 3月 31日に高等科文科を卒業し，陸軍士官学校へと進学した。昭
和 7（1932）年に満洲国が成立したため，卒業時の『退院学生名簿』には「満洲国人」と記
された。








































































3名とも，大正 13（1924）年 4月 10日中等科三学年の時に家事の都合で退学している。郭
兆汾は彼らから一年遅れて大正 12（1923）年 4月 9日に中等科二学年に入学した。国名に















守信兄弟と顔恵民・顔恵忠兄弟の 5名である。陳守毅は昭和 14（1939）年 4月 1日に初等



































校 5年生になった。昭和 16（1941）年 4月，学習院中等科に入学，戦争により，昭和 20
（1945）年に中等科を繰り上げ卒業となり，高等科へ進学，その 5月 25日の東京への空襲で，
顔恵民兄弟の家は全焼した。そこで，信濃町にあった同級生の犬養康彦の家に住むことにな
る。終戦を迎え，昭和 22（1947）年 5月か 6月に，台湾への引き揚げ専用列車で東京を発
ち，台湾へ帰国し国立台湾大学理学院地質学科に入学した。ところが，1949年 11月初め，
密航船に乗って，東京へ戻った。ちょうど，中華人民共和国の成立（10月 1日）と中華民



















































［ 7］　荻村教授とは荻村錦太のこと。明治 3（1870）年 6月愛知県に生まれ，明治 28（1895）年文部
省第八回教員学力検定試験に及第。同年，第五高等学校英語授業嘱託となり，明治 29年から大
正 4年まで学習院教授，担当科目は英文であった。


















































令息留学希望に関する件照会」JACAR Ref B12081650600，大正九年 2月 13日，支那駐屯軍司令
官南次郎から陸軍次官山梨半造宛文書，外務省外交史料館）






［17］　「黎元洪令息日本留学の件報告」（JACAR Ref B12081650600大正 9年 1月 12日，支那駐屯軍司
令官南次郎から陸軍次官山梨半造宛文書，外務省外交史料館）
［18］　「黎元洪及故張之洞の令息留学希望に関する件照会」（JACAR Ref B12081650600大正 9年 2月
13日，支那駐屯軍司令官南次郎から陸軍次官山梨半造宛文書，外務省外交史料館）
［19］　「天津総領事船津辰一郎から外務大臣内田康哉宛文書」（JACAR Ref B12081650600大正 9年 2
月 10日，外務省外交史料館）。
［20］　「黎元洪長子及故張之洞第五子の本邦留学に関する件」（JACAR Ref B12081650600大正 9年 2
月 18日，外務次官埴原正直から学習院長北條時敬宛文書，外務省外交史料館）
［21］　「黎元洪子息渡日に関する件」（JACAR Ref B12081650600大正 9年 3月 4日，天津総領事船津
辰一郎から外務大臣内田康哉宛文書，外務省外交史料館）
［22］　「黎元洪長子及故張之洞五子本邦留学方ニ関スル件」（JACAR Ref B12081650600大正 9年 3月
7日，外務大臣内田康哉から天津総領事船津辰一郎宛文書，外務省外交史料館）
［23］　「黎元洪長子及故張之洞五子本邦留学方ニ関スル件」（JACAR Ref B12081650600大正 9年 3月
9日，天津総領事船津辰一郎から外務大臣内田康哉宛文書，外務省外交史料館）
［24］　「黎元洪長子外一名学習院入学方に関する件」（JACAR Ref B12081650600　大正 9年 3月 10日，
外務次官埴原正直から学習院長北條時敬宛文書，外務省外交史料館）および「黎元洪長子及故張
之洞五子来朝に対し便宜供与方に関する件」（JACAR Ref B12081650600　大正 9年 3月 11日，
埴原正直外務次官から大蔵次官神野勝太郎宛文書，外務省外交史料館）
［25］　「黎元洪長子及故張之洞五子本邦留学方ニ関スル件」（JACAR Ref B12081650600　大正 9年 3
月 25日，内田外務大臣から船津総領事宛文書，外務省外交史料館）および「黎及張子息等の本
邦留学に対する漢字紙の論評に関する件」（JACAR Ref B12081650600大正 9年 3月 27日，船津
総領事から内田外務大臣宛文書，外務省外交史料館）





































件」（JACAR Ref  B04011357700，昭和 6年 4月 6日，桑島総領事から幣原外務大臣宛文書，外務






















［42］　「郭春秧叙勲ノ件」（JACAR Ref A10112866800，国立公文書館，大正 8年），河原林直人『近代
アジアと台湾』（世界思想社，2003年）80頁参照
［43］　前掲注［42］『近代アジアと台湾』78頁および『台湾人士鑑』台湾新民報社，1937年参照
明治―昭和前期，学習院の中国人留学生について（村松）
 221
［44］　『組合沿革史』同業組合台湾茶商公会，1938年
［45］　前掲注［42］『近代アジアと台湾』78頁および前掲（注 43）『台湾人士鑑』参照
［46］　河原林直人「植民地台湾の財界構成；1941年を中心に」『名古屋学院大学論集（社会科学
編）』45巻 4号，2009年。
［47］　なお，陳の俗称の頴川（えがわ）は，河南省の地名である頴川（えいせん）に由来する。頴川
出身の陳氏は頴川陳氏と呼ばれ，三国時代の陳羣が有名である。明末に頴川出身の陳氏が福建か
ら日本へ移住し，頴川（えがわ）を名乗るようになった。俗称の頴川は，『入学名簿』では陳守
毅の時にはなく，陳守実では陳（頴川）守実とカッコ付き表示陳守信では陳がなく頴川守信のみ
となっている。なお，父の陳清波の日本名は田川であり，頴川ではない。
［48］　『中華民国工商人物志』1963年
［49］　犬養康彦「顔恵民君の軌跡」『雪山の楽しければ ･･･ 回想・顔恵民』顔恵民追悼文集発行委員
会，2000年。犬養康彦（1928-2015）は顔恵民の同級生で，共同通信社長となった。
［50］　顔恵民とその家族については，一青妙『私の箱子』講談社，2012年，「一青姉妹と顔家 1～4
（アジアズームイン）」（野島剛）『朝日新聞』（夕刊，2008年 10月 27・29～31日）などがある。
（むらまつ　こういち　　学習院大学国際研究教育機構教授）
